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沖縄島南部と石西礁湖東部における完新世サンゴ礁の

暦年代に基づく発達過程

噸 叫

河名 俊男* (琉球大学教育学部) ･菅 活伸 (岡山大学教育学部)

沖縄島南部の具志頭海岸と石垣島東南方の石西礁湖の東部における完新値サンゴ蔵の発達

過程を,暦較正値に基づいて再考察する｡

沖縄島南部の具志頭海岸には,沖縄島で最も広く完新世離水サンゴ礁が発達している,当

地域におけるボー リングコアと表層のサンゴ化石の暦較正値から,完新世離水サンゴ磯の発

達過程は以下のように推測される｡当地域の完新世サンゴ礁は,水深約 10-20mの平坦面

を基盤にして,約 8500年前頃から上方に堆積を開始した｡約7200年前までの海面上昇に伴

って第 五期のサンゴ礁が形成された｡これは当地域が隆起地域であることにより,約 7200

-6300年前のサンゴ礁が出現したと考えられる｡一方,その押倒にもサンゴ礁の上方形成が

なされたが,海面止昇には追いつくことが出来ず,途中でピナクル状の地形になったものと

思われる｡その後,海面が相対的に安定して,そのピナクル状の地形を基盤にしながら,蘇

2期のサンゴ礁が形成された｡その時期は約6.000-4000年前頃と推定されるO約 2500年

前以降,第 3期のサンゴ礁が第 2期のサンゴ礁の前面に形成されている｡これらの現象は,

当地域でのノッチから推定される海面安定期と調和的であるO

以上から,沖縄島南部具志頭海岸における完新世離水サンゴ磯軌 大局的には,完新世の

海面変動と地殻変動 ･(隆起運動p)が加味されて形成されたサンゴ確で,陸側から沖側榊原次

形威 された 3期の複合サンゴ礁と考えることができる｡

石垣島東南部の大浜海岸の礁原には完新世離水サンゴ磯が発達している｡またその付掛 こ

分布するノッチ後退点高度の最高海抜高度は,平均潮位をOmとすると約2mの高書を斉し,

その付近は石垣島では完新世において最も隆起底が大きい地域である｡-泉 石壇島と国旗

島の間に分布するサンゴ樵は石西礁湖と呼ばれており,その最も外側のサンゴ磯は塵髄を形

成 している｡

石垣島および石西礁湖の東部に溝川ナる完新世サンゴ礁の発達史は以下の通りである｡石 西

礁湖の東部における完新世サンゴ礁は,それ以前に広く形成されていた更新世琉聯石灰岩の

平坦な地形を基盤として,約8500年前頃に水深約 16-22mの基盤から上方に堆積を開始し

た｡6500年前頃に,石西礁湖内側の B-3･付近のパッチリーフは海面に到適した｡一方その

頃.竹富島では裾礁が形成された｡その後4且00年前頃に,東南部の押測に礁嶺地形 (塵灘)

が形成された｡一九 石垣島東南部の大浜海岸には完新世離水サンゴ磯が発達しているoそ

の地域は石垣島で最も隆起運動が活発な地域であるため,約7900-6700年前頃のサンゴ漁

が軽水地形として出現し,更新低の琉球石灰岩の上に薄く覆って発達しているO

以上から当地域のサンゴ礁は､石垣盤東南部の隆起地域も含めるとr､大き<3列のサンゴ

蔭が形成きれたと考えられる¢
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